
(57)【要約】

本発明は、搬送波変調受信信号ＳＩ Ｎ  のための受信機

回路内のＱ調整可能なバンドパスフィルタによる妨害抑

圧方法に関する。この場合、バンドパスフィルタ処理さ

れた受信信号ＢＯ Ｕ Ｔ  が復調され、復調された受信信

号ＤＯ Ｕ Ｔ  によりスイッチング過程がトリガされる。

しかしながら公知の受信機回路のもつ欠点とは、回路面

積の寸法が小さいことから受信機の出力領域におけるス

イッチング過程により、殊にドライバトランジスタによ

り、たとえば容量結合に起因する発振器振動というかた

ちでノイズが引き起こされるが、これを回路内に設けら

れている増幅制御部によっても除去できないことである

。本発明によれば内部で自身により引き起こされる妨害

が、バンドパスフィルタのＱ低減を妨害を引き起こすス

イッチング過程と相関させることによって排除される。

本発明による方法は赤外線受信機用回路の構成にとりわ

け適しており、本発明によればそのような回路を小さく

製造することができ、外部のコンポーネントを用いずそ

れゆえ安価に製造することができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
搬 送 波 変 調 受 信 信 号 （ Ｓ Ｉ Ｎ ） の た め の 受 信 機 回 路 内 の Ｑ 調 整 可 能 な バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
（ ２ ３ ） に よ る 妨 害 抑 圧 方 法 に お い て 、
バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 さ れ た 受 信 信 号 （ Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ ） を 復 調 し 、 復 調 さ れ た 受 信 信 号 （ Ｄ

Ｏ Ｕ Ｔ ） に よ り ス イ ッ チ ン グ 過 程 を ト リ ガ し 、
前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ （ ２ ３ ） の Ｑ の 低 減 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 過 程 と 相 関 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 妨 害 抑 圧 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
Ｑ の 低 減 期 間 を ス イ ッ チ ン グ 過 程 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 妨 害 の 期 間 に 制 限 す る 、 請 求 項 １
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
復 調 さ れ た 受 信 信 号 （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） と し て 搬 送 波 変 調 受 信 信 号 （ Ｓ Ｉ Ｎ ） の 包 絡 線 に 対 応 す
る 第 １ の 矩 形 パ ル ス を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 過 程 の ト リ ガ の た め に 発 生 さ せ 、 該 第 １ の 矩 形 パ
ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） の 側 縁 に 依 存 し て 位 相 の ず ら さ れ た 第 ２ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ ｔ ｑ ｒ ） を 制
御 信 号 （ ７ ２ ） と し て バ ン ド パ ス フ ィ ル タ （ ２ ３ ） の Ｑ 低 減 の た め に 導 出 す る 、 請 求 項 １
ま た は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ ｔ ｑ ｒ ） を 第 １ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） に 時 間 的 に つ な げ る 、 請
求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
第 １ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） の 第 １ の 側 縁 と と も に ス イ ッ チ ン グ 過 程 を 導 入 し 、 第 １ の
矩 形 パ ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） の 第 ２ の 側 縁 と と も に 該 ス イ ッ チ ン グ 過 程 を 終 了 さ せ る 、 請 求 項
３ ま た は ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
復 調 の た め バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 さ れ た 受 信 信 号 （ Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ ） を パ ル ス 信 号 （ Ｃ ｏ ｍ ｐ

ｓ ｉ ｇ ） と し て 量 子 化 し 、 そ の パ ル ス 列 を そ の パ ル ス 休 止 期 間 に わ た り 増 大 方 向 で 積 分 し
て 積 分 値 を 形 成 す る 、 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
パ ル ス 列 （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ ） が 欠 落 し て い れ ば 所 定 の 期 間 後 、 増 大 方 向 で の 積 分 を 中 止 し
て 積 分 値 を 元 に 戻 す 、 請 求 項 ６ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
受 信 信 号 の 信 号 の 大 き さ お よ び 周 囲 条 件 に よ り 決 定 さ れ る 制 御 量 に 依 存 し て 、 該 受 信 信 号
に 対 し 自 動 利 得 調 整 を 行 っ て か ら バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 す る 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 自 動 利 得 調 整 を バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 さ れ た 受 信 信 号 の 復 調 中 、 非 ア ク テ ィ ブ 状 態
に 切 り 替 え る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
自 動 利 得 調 整 を 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 に す る た め 、 第 １ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） に 対 し 位 相
の ず ら さ れ た 第 ３ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ ｃ ） を 発 生 さ せ 、 該 第 ３ の 矩 形 パ ル ス
の パ ル ス 幅 は 前 記 第 １ の 矩 形 パ ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ） の パ ル ス 幅 よ り も 長 い 、 請 求 項 ５ か ら ９
の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
増 大 方 向 で の 積 分 中 お よ び 元 に 戻 す 間 の 積 分 値 に 依 存 し て 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 矩 形 パ
ル ス （ Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ， ｔ ｑ ｒ ， Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ ｃ ） を 発 生 さ せ る 、 請 求 項 ７ か ら １ ０ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 を 実 施 す る た め の 回 路 に お い て 、
受 信 機 回 路 に 入 力 増 幅 器 （ １ ） が 設 け ら れ て お り 、 該 入 力 増 幅 器 （ １ ） の 後 段 と し て 制 御
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増 幅 器 （ ２ １ ） と バ ン ド パ ス フ ィ ル タ （ ２ ３ ） が 接 続 さ れ て お り 、 該 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
（ ２ ３ ） は 伝 達 関 数 Ｆ （ ｓ ）
Ｆ （ ｓ ） ＝ （ ｓ ／ ω ０ ） ／ （ １ ＋ （ ｓ ／ （ ω ０ Ｑ ） ＋ （ ｓ ２ ／ ω ０

２ ）
に よ る ２ 次 の フ ィ ル タ と し て 構 成 さ れ て お り 、 こ こ で ｓ は ラ プ ラ ス 変 換 さ れ た も の で あ り
ω ０  は 共 振 周 波 数 、 Ｑ は キ ュ ー 値 を 表 し 、 該 Ｑ は 制 御 信 号 （ Ｄ ｔ ｑ ｒ ） に 依 存 し て 切 替
ス イ ッ チ （ ２ ３ ９ ） に よ り ２ つ の 値 Ｑ １  お よ び Ｑ ２  に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 回 路
。
【 請 求 項 １ ３ 】
復 調 の た め 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ （ ２ ３ ） の 後 段 に パ ル ス 列 （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ ） 形 成 の
た め の 比 較 器 （ ３ １ １ ） が 接 続 さ れ て お り 、 該 パ ル ス 列 （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ ） は ア ナ ロ グ 積
分 器 （ ３ １ ３ ） へ 供 給 さ れ 、 積 分 値 が ヒ ス テ リ シ ス 値 の そ れ ぞ れ 異 な る 複 数 の シ ュ ミ ッ ト
ト リ ガ （ ３ １ ６ ， ３ １ ７ ， ３ １ ８ ） へ 転 送 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ （ ３ １ ６ ， ３ １ ７ ， ３ １ ８ ） の 出 力 側 は 、 前 記 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
（ ２ ３ ） の Ｑ 低 減 の た め の 制 御 信 号 （ Ｄ ｔ ｑ ｒ ） を 発 生 す る Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト （ Ｌ ３ ） と 接 続
さ れ て い る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
制 御 増 幅 器 （ ２ １ ） に よ る 自 動 利 得 調 整 の た め 制 御 ロ ジ ッ ク 部 （ ４ １ ） お よ び そ の 後 段 と
し て 接 続 さ れ た デ ィ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 （ ４ ２ ） が 設 け ら れ て お り 、 バ ン ド パ ス フ ィ
ル タ 処 理 さ れ た 受 信 信 号 （ Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ ） と 第 ３ の 矩 形 信 号 （ Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ｓ ｇ ｃ ） を 供 給 す
る た め 、 前 記 制 御 ロ ジ ッ ク 部 （ ４ １ ） は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ （ ２ ３ ） の 出 力 側 お よ び 復 調
器 （ ３ １ ） に お け る 複 数 の 比 較 器 の う ち の １ つ （ ３ １ ７ ） と そ れ ぞ れ 別 個 の 線 （ ７ ３ ， ７
５ ） を 介 し て 接 続 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ２ か ら １ ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 上 位 概 念 に 記 載 の 搬 送 波 変 調 受 信 信 号 用 の 受 信 機 回 路 内 の Ｑ 調 整 可
能 な バ ン ド パ ス フ ィ ル タ を 用 い た 妨 害 抑 圧 方 法 な ら び に こ の 方 法 を 実 施 す る た め の 回 路 に
関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の 種 の 受 信 機 回 路 殊 に 遠 隔 制 御 受 信 機 の た め の 公 知 の 集 積 回 路 （ Ｉ Ｃ ） た と え ば  Ｔ Ｅ
Ｍ Ｉ Ｃ  Ｓ ｅ ｍ ｉ ｃ ｏ ｎ ｄ ｕ ｃ ｔ ｏ ｒ  Ｇ ｍ ｂ Ｈ  に よ る  Ｕ ２ ５ ４ ８  な ど は 、 そ の テ ク ノ
ロ ジ ー ゆ え に い っ そ う 大 き い 寸 法 と な っ て お り 、 そ れ に よ り 妨 害 の 結 合 が 僅 か で あ る 。 そ
の サ イ ズ は 約 １ ． ８ ｍ ｍ ２  で あ る 。 こ の 回 路 は 有 効 平 面 上 に 受 信 信 号 、 出 力 信 号 、 給 電
電 圧 、 ア ー ス 線 の た め の 接 続 装 置 な ら び に 複 数 の 補 償 調 整 装 置 を 有 し て い る 。 こ の 種 の 回
路 の 機 能 に よ れ ば 、 ホ ト 検 出 器 通 常 は ホ ト ダ イ オ ー ド に よ り 受 信 さ れ た 信 号 す な わ ち 受 信
信 号 が 入 力 回 路 へ 供 給 さ れ る 。 入 力 回 路 は ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 を 有 し て お り 、
こ れ は パ ル ス 化 さ れ た 入 力 電 流 信 号 を 増 幅 し て 電 圧 信 号 に 変 換 す る 。 次 に こ の 電 圧 信 号 は
信 号 準 備 処 理 回 路 に お い て 処 理 さ れ る 。 信 号 準 備 処 理 回 路 は 制 御 増 幅 器 と リ ミ ッ タ と バ ン
ド パ ス フ ィ ル タ を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 制 御 増 幅 器 の 役 割 は 、 ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス
増 幅 器 か ら の 出 力 電 圧 を 制 御 設 定 ど お り に 増 幅 す る こ と で あ る 。 ま た 、 リ ミ ッ タ の 役 割 は
、 信 号 の 変 動 を 制 限 し て バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 過 制 御 を 回 避 す る こ と で あ る 。 バ ン ド パ ス
フ ィ ル タ に よ り 受 信 機 の 選 択 性 が 実 現 さ れ 、 そ の 帯 域 幅 が 制 限 さ れ る 。 バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ の 出 力 側 に お け る 信 号 は 評 価 回 路 と し て 用 い ら れ る 復 調 器 に お い て 評 価 さ れ る 。 こ の 復
調 器 は 比 較 器 と 積 分 器 と シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ と か ら 成 り 、 ス イ ッ チ と し て 動 作 す る ド ラ イ バ
ト ラ ン ジ ス タ に 対 す る ス イ ッ チ ン グ 信 号 を 発 生 し 、 こ れ に よ っ て デ ィ ジ タ ル 制 御 信 号 が た
と え ば マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ へ 供 給 さ れ て 引 き 続 き 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
さ ら に こ の 公 知 の 回 路 に よ れ ば 増 幅 制 御 が 行 わ れ 、 こ れ に よ り 受 信 機 の 利 得 が 干 渉 電 磁 界
に 応 じ て 調 整 さ れ 、 そ れ に よ っ て 受 信 信 号 に 対 し 高 い 感 度 が 得 ら れ る と と も に 、 た と え ば
外 部 光 に 起 因 す る よ う な 干 渉 作 用 も 十 分 に 抑 え ら れ 、 そ の た め ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ に よ
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り 出 力 パ ル ス が 可 能 な か ぎ り 発 生 し な い よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と は い う も の の こ の よ う な 公 知 の 回 路 の も つ 欠 点 と は 、 新 し い 技 術 を 適 用 す る と そ の 回 路
面 積 が 小 さ く な り 、 そ の た め 受 信 機 の 出 力 側 領 域 に お け る ス イ ッ チ ン グ 過 程 に 起 因 し て 、
殊 に ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ に よ っ て 、 妨 害 が た と え ば 発 振 器 振 動 と し て そ の と き に 生 じ る
容 量 結 合 や ア ー ス 電 位 降 下 に ゆ え に 回 路 内 で 引 き 起 こ さ れ 、 そ の よ う な 妨 害 は 利 得 制 御 に
よ っ て も 除 去 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 種 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 モ ノ リ シ ッ ク 光 集 積 回 路 Ｔ Ｐ Ｓ ８ ３ １ に 関 す る 東 芝 デ ー タ
シ ー ト か ら 知 ら れ て い る の は 、 １ ０ ０ ０ ｐ Ｆ の 大 き さ の 外 部 コ ン デ ン サ を 出 力 端 子 Ｖ ０  
と ア ー ス 端 子 Ｇ Ｎ Ｄ と の 間 に 接 続 し て 、 そ の シ ー ト の 記 載 に よ れ ば こ れ に よ り 発 振 を 防 止
す る と の こ と で あ る 。 こ の よ う な 解 決 手 法 の 明 ら か な 欠 点 は 、 付 加 的 な 部 品 の た め に チ ッ
プ コ ス ト の ほ か に も コ ス ト が か か っ て し ま う こ と 、 復 調 さ れ た 出 力 パ ル ス が こ の コ ン デ ン
サ に よ り 誤 っ た も の に な っ て し ま う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し た が っ て 本 発 明 の 課 題 は 、 冒 頭 で 述 べ た 形 式 の 方 法 に お い て 内 部 で 引 き 起 こ さ れ る 既 述
の 妨 害 を 、 従 来 技 術 の と こ ろ で 述 べ た 欠 点 を 伴 わ ず に 抑 圧 で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 課 題 は 請 求 項 １ の 特 徴 部 分 に よ り 解 決 さ れ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 受 信 機 回 路 出 力 側 に
お け る ス イ ッ チ ン グ 過 程 に 起 因 し て 内 部 で 引 き 起 こ さ れ る 妨 害 が そ の 発 生 時 点 に お い て 、
す な わ ち ス イ ッ チ ン グ 中 お よ び ス イ ッ チ ン グ 過 程 に 続 く 期 間 中 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の Ｑ
を 一 時 的 に 制 限 し て 下 げ る こ と に よ り ア ク テ ィ ブ に 抑 圧 さ れ る 。 有 利 に は Ｑ 低 減 の 期 間 は
ス イ ッ チ ン グ 過 程 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 妨 害 の 期 間 に 制 限 さ れ 、 つ ま り 妨 害 が 鎮 ま る ま で
に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の １ つ の 有 利 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 復 調 器 の 出 力 信 号 は 第 １ の 矩 形 パ ル ス と し て 搬
送 波 変 調 受 信 信 号 の 包 絡 線 に 対 応 す る も の で あ り 、 こ れ は ス イ ッ チ ン グ 信 号 と し て 受 信 機
の 出 力 ト ラ ン ジ ス タ で あ る ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ へ 供 給 さ れ る 。 そ し て こ の 出 力 信 号 に 依
存 し て バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の Ｑ 低 減 の た め の 制 御 信 号 ｔ ｑ ｒ が 導 出 さ れ 、 こ の 場 合 、 第 １
の 矩 形 パ ル ス の 側 縁 に 依 存 し て 位 相 の ず ら さ れ た 別 の 矩 形 パ ル ス が 形 成 さ れ 、 こ の パ ル ス
は 第 １ の 矩 形 パ ル ス に 時 間 的 に つ な が る も の で あ る と よ い 。 最 初 に 挙 げ た 矩 形 パ ル ス の 第
１ の 側 縁 と と も に ス イ ッ チ ン グ 過 程 が 導 入 さ れ 、 た と え ば 上 述 の ス イ ッ チ が ス イ ッ チ オ ン
さ れ 、 こ の 矩 形 パ ル ス の 第 ２ の 側 縁 と と も に ス イ ッ チ ン グ 過 程 が 終 了 さ せ ら れ 、 た と え ば
上 述 の ス イ ッ チ が ス イ ッ チ オ フ さ れ る 。 し た が っ て 妨 害 と Ｑ 低 減 と の 相 関 付 け が 簡 単 に 実
現 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
復 調 器 か ら 発 せ ら れ る 矩 形 パ ル ス は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 さ れ た 受 信 信 号 か ら 導 出 さ れ
、 そ の 際 に ま ず は じ め に こ の 受 信 信 号 か ら 量 子 化 に よ り パ ル ス 列 が 形 成 さ れ 、 つ い で こ そ
れ ら の パ ル ス 列 が 積 分 さ れ て 積 分 値 が 形 成 さ れ 、 パ ル ス 列 が 欠 落 す る と こ の 積 分 値 が 元 に
戻 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 別 の 有 利 な 実 施 例 に よ れ ば 、 制 御 増 幅 器 に よ り 受 信 信 号 の 自 動 利 得 調 整 が 行 わ れ る
。 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 前 に こ の 制 御 増 幅 器 に 受 信 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ の 制 御 は 、 受
信 信 号 の 信 号 の 大 き さ お よ び 受 信 機 回 路 の 周 囲 条 件 た と え ば 干 渉 電 磁 界 に 依 存 し て 行 わ れ
る 。 こ の よ う な 制 御 に よ っ て も 場 合 に よ っ て は 引 き 起 こ さ れ る 可 能 性 の あ る 妨 害 を 回 避 す
る 目 的 で 、 こ の 増 幅 制 御 も し く は 利 得 調 整 は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 処 理 さ れ た 受 信 信 号 の 復
調 中 つ ま り は 有 効 な デ ー タ ビ ッ ト の 受 信 中 、 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 に 切 り 替 え ら れ る 。 有 利 に
は 自 動 利 得 調 整 を 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 に す る た め 、 第 １ の 矩 形 パ ル ス （ 復 調 器 の 出 力 信 号 ）
に 対 し 位 相 の ず ら さ れ た 第 ３ の 矩 形 パ ル ス が 形 成 さ れ る 。 こ の 矩 形 パ ル ス の パ ル ス 幅 は 第
１ の 矩 形 パ ル ス の パ ル ス 幅 よ り も 長 い 。
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【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 有 利 に は 、 積 分 値 に 依 存 し て 増 大 方 向 で の 積 分 中 お よ び 元 に 戻 す 間 の 積 分 値 に 依 存
し て 復 調 器 の 出 力 信 号 （ 第 １ の 矩 形 パ ル ス ） 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の Ｑ 低 減 の た め の 制 御
信 号 （ 第 ２ の 矩 形 パ ル ス ） お よ び 自 動 利 得 調 整 を 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 に 切 り 替 え る 制 御 信 号
（ 第 ３ の 矩 形 パ ル ス ） が 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 １ ２ か ら １ ５ に は 、 本 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め の 有 利 な 回 路 の 特 徴 構 成 が 示
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ る 方 法 を 実 施 す る た め の こ の 種 の 受 信 機 回 路 は モ ノ リ シ ッ ク 回 路 と し て 製 造 さ
れ 、 こ れ は 赤 外 線 遠 隔 制 御 用 受 信 機 と し て 動 作 さ せ る た め に １ つ の ホ ト ダ イ オ ー ド し か 必
要 と せ ず 、 数 １ ０ ０ ｐ Ａ の 範 囲 の ご く 僅 か な 電 流 で あ っ て も 復 調 可 能 で あ る が 、 ３ ０ ０ Ｍ
Ω の オ ー ダ の 高 い ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス を 必 要 と す る 。 こ れ に 対 し 復 調 器 の 出 力 側 に お
け る ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ は 、 数 ｍ Ａ ま で の 最 大 電 流 に お い て 完 全 な ロ ジ ッ ク レ ベ ル 変 位
（ た と え ば ５ Ｖ ） を 切 り 替 え る 。 チ ッ プ サ イ ズ を い っ そ う 小 さ く す る 新 し い テ ク ノ ロ ジ ー
を 用 い て こ の よ う な 回 路 を 実 現 す る 場 合 、 た と え ば １ ｍ ｍ ２  の チ ッ プ 面 積 で あ る と 、 そ
れ に よ っ て ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ と 受 信 機 回 路 入 力 側 と の 間 隔 が い っ そ う 小 さ く な り 、 ド
ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ の 大 き い 電 圧 変 位 に よ り 受 信 機 回 路 入 力 側 に 対 し 引 き 起 こ さ れ る 結 合
に 起 因 し て 、 内 部 的 に 引 き 起 こ さ れ る 既 述 の 妨 害 （ 発 振 ） が 発 生 す る こ と に な る 。 ま た 、
チ ッ プ サ イ ズ と は 無 関 係 に こ の よ う な 回 路 は 、 ド ラ イ バ 電 流 に よ り 引 き 起 こ さ れ る ア ー ス
電 位 降 下 に 起 因 し て 発 振 し が ち で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 既 述 の す べ て の 妨 害 な い し は 干 渉
が 抑 圧 さ れ 、 こ れ は チ ッ プ サ イ ズ に は 依 存 し な い の で 、 さ ら に 縮 小 化 を 押 し 進 め る こ と に
な る 将 来 の テ ク ノ ロ ジ ー で あ っ て も 本 発 明 を そ の ま ま 有 利 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 図 面 を 参 照 し な が ら 実 施 例 に 基 づ き 本 発 明 に よ る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 、 本 発 明 に よ る 受 信 機 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ は 、 受 信 機 回 路 に お い て 図 １ に 従 っ て 使 用 さ れ る 復 調 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 、 図 ２ に よ る 復 調 器 の 動 作 説 明 の た め の ロ ジ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ は 、 受 信 機 回 路 に お い て 図 １ に 従 っ て 使 用 さ れ る 積 分 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ は 、 図 ４ に よ る 積 分 器 の 動 作 説 明 の た め の ロ ジ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ６ は 、 受 信 機 回 路 に お い て 図 １ に 従 っ て 使 用 さ れ る ジ ャ イ レ ー タ 型 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
の 基 本 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ に は 、 受 信 機 回 路 １ ０ お よ び そ の 周 辺 の ブ ロ ッ ク 図 が 示 さ れ て い る 。 光 送 信 ダ イ オ ー
ド ６ か ら 放 射 さ れ る 搬 送 波 変 調 デ ー タ は 赤 外 線 パ ル ス パ ケ ッ ト と し て ホ ト ダ イ オ ー ド ５ に
よ り 受 信 さ れ る 。 ホ ト ダ イ オ ー ド ５ に 投 射 さ れ る た と え ば ３ ８ ｋ Ｈ ｚ の 搬 送 周 波 数 を も つ
赤 外 線 パ ル ス パ ケ ッ ト は 電 流 信 号 Ｓ Ｉ Ｎ  に 変 換 さ れ る 。 こ の 信 号 は 受 信 機 回 路 １ ０ の 入
力 端 子 １ １ に 到 来 す る 。 そ し て こ の 電 流 信 号 Ｓ Ｉ Ｎ  は ト ラ ン ス イ ン ピ ー ダ ン ス 増 幅 器 と
し て 動 作 す る 入 力 回 路 １ へ 供 給 さ れ 、 こ れ に よ っ て 電 流 信 号 Ｓ Ｉ Ｎ  が 増 幅 さ れ て 電 圧 信
号 に 変 換 さ れ る 。 そ の 際 、 変 換 さ れ た 電 圧 は 、 後 続 の 信 号 準 備 処 理 段 に お い て ノ イ ズ 成 分
を 無 視 で き る ほ ど 大 き く な け れ ば な ら な い 。 後 続 の 信 号 準 備 処 理 部 ２ に お い て 、 こ の 電 圧
信 号 は も う 一 度 、 制 御 増 幅 器 ２ １ に よ っ て 増 幅 さ れ リ ミ ッ タ ２ ２ に よ り 制 限 さ れ 、 つ い で
バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ に お い て フ ィ ル タ リ ン グ さ れ る 。 こ の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ は
ア ナ ロ グ 入 力 側 の ほ か に も 制 御 入 力 側 を 有 し て お り 、 こ れ に よ っ て バ ン ド バ ス フ ィ ル タ の
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Ｑ を ２ つ の 値 の 間 で 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の た め 、 後 続 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の 過 制 御 を 防 止 し 、 さ ら に た と え ば 給 電 端 子 Ｖ

ｓ  を 介 し て 受 信 機 に 入 り 込 む パ ル ス 状 の 妨 害 を 抑 圧 す る 目 的 で 、 リ ミ ッ タ ２ ２ に よ る 信
号 制 限 が 必 要 と さ れ る 。 信 号 準 備 処 理 部 ２ に 続 く 評 価 部 ３ に お い て 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
リ ン グ 処 理 さ れ た 信 号 Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ  が 復 調 器 ３ １ に よ り 復 調 さ れ 、 負 荷 抵 抗 ３ ２ を 伴 う ド ラ
イ バ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ を 介 し て 出 力 信 号 Ｓ Ｏ Ｕ Ｔ  と し て マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ７ へ 供 給
さ れ て 後 続 処 理 が 行 わ れ る 。 復 調 器 ３ １ は 制 御 信 号 ｔ ｑ ｒ も 発 生 し 、 こ の 信 号 は ラ イ ン ７
２ を 介 し て バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の 制 御 入 力 側 へ 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に し て ド ラ イ バ
ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の 切 換 過 程 に 続 い て バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の Ｑ が 短 期 間 低 減 さ れ 、 こ
れ に よ っ て ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ に よ り 実 行 さ れ る ス イ ッ チ ン グ 過 程 に 起 因 す る 発 振
器 振 動 の 発 生 が 阻 止 さ れ 、 し た が っ て 集 積 回 路 と し て 構 成 さ れ た 受 信 機 回 路 に お け る 妨 害
結 合 が 抑 え ら れ る よ う に な る 。 こ の た め 、 有 効 信 号 の 搬 送 波 周 波 数 に お い て 動 作 し 回 路 の
選 択 性 を 実 現 す る バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ は た と え ば １ ０ と い う Ｑ を も ち 、 こ れ を 以 下 で
説 明 す る よ う に 制 御 信 号 ｔ ｑ ｒ に 基 づ き １ ま で 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
送 信 ダ イ オ ー ド ６ か ら 送 出 さ れ る 有 効 信 号 の 増 幅 つ ま り は 受 信 機 の 感 度 を 最 適 化 す る 目 的
で 、 受 信 機 回 路 １ ０ は 制 御 回 路 ４ を 有 し て い る 。 こ の 制 御 回 路 ４ は 制 御 増 幅 器 ２ １ へ 制 御
信 号 を 供 給 し 、 さ ら に こ の 制 御 回 路 ４ 自 体 は 入 力 信 号 と し て 、 線 ７ ５ を 介 し て バ ン ド パ ス
フ ィ ル タ ２ ３ の 出 力 信 号 Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ  を 、 な ら び に 線 ７ ４ を 介 し て 復 調 器 の 発 生 し た 信 号 Ｄ

ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ ｃ  を 受 け 取 る 。 こ の 制 御 回 路 ４ の 役 割 は 、 入 力 信 号 の 増 幅 度 な い し は 利
得 を そ の 大 き さ に 依 存 し て 変 化 さ せ る こ と で Ｓ Ｎ 比 を 最 適 化 す る こ と で あ る 。 制 御 回 路 ４
は 制 御 ロ ジ ッ ク 部 （ Ａ Ｇ Ｃ ） ４ １ と デ ィ ジ タ ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 （ Ｄ Ａ Ｃ ） ４ ２ と に よ っ
て 構 成 さ れ て い る 。 制 御 ロ ジ ッ ク ４ １ に よ り 有 効 信 号 が 妨 害 信 号 か ら 分 離 さ れ 、 有 効 信 号
に 対 す る 利 得 が で き る か ぎ り 高 い レ ベ ル に 調 整 さ れ 、 こ れ に よ っ て 有 効 信 号 に 対 し 高 い 感
度 が 得 ら れ る 。 こ れ と 同 時 に た と え ば 外 部 光 な ど に よ る 妨 害 作 用 が 抑 え ら れ る 。 デ ィ ジ タ
ル ／ ア ナ ロ グ 変 換 器 ４ ２ に よ り 、 制 御 ロ ジ ッ ク 部 ４ １ か ら 発 生 し た デ ィ ジ タ ル 増 幅 器 情 報
が 制 御 増 幅 器 ２ １ 用 の ア ナ ロ グ 制 御 電 圧 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ２ に 基 づ き 復 調 器 ３ １ の 動 作 を 図 ３ に よ る 対 応 す る パ ル ス ダ イ ア グ ラ ム を 参 照 し
な が ら 詳 し く 説 明 す る 。 殊 に こ こ で は ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ を ス イ ッ チ ン グ す る 復 調
器 ３ １ の 出 力 信 号 Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ  と バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の Ｑ を 低 減 す る 制 御 信 号 Ｄ ｔ ｑ ｒ  
と の 相 関 関 係 に つ い て 示 す こ と に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ に 示 さ れ て い る よ う に バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ か ら 到 来 す る 出 力 信 号 Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ  は 比
較 器 ３ １ １ に よ り デ ィ ジ タ ル 化 さ れ る 。 こ の 比 較 器 の 閾 値 電 圧 ３ １ ９ は 一 定 に 調 整 さ れ た
基 準 値 を 成 し て い る が 、 こ れ は 帯 域 フ ィ ル タ の ノ ー マ ル レ ベ ル な い し は 中 心 レ ベ ル に 対 し
信 号 に 応 じ て 複 数 の 段 階 に わ た り 調 整 可 能 で あ る 。 パ ル ス 列 Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ  （ 図 ３ の パ
ル ス ダ イ ア グ ラ ム ３ １ １ 参 照 ） と し て 表 さ れ る 比 較 器 ３ １ １ の デ ィ ジ タ ル 信 号 が ア ナ ロ グ
積 分 器 回 路 ３ １ ３ に お い て 積 分 さ れ る 。 こ の 積 分 器 ３ １ ３ は 制 御 限 界 ０ ％ も し く は １ ０ ０
％ ま で 充 電 な い し は 放 電 の 状 態 を 識 別 し 、 こ れ に よ り 制 限 さ れ た 積 分 電 圧 経 過 特 性 （ 図 ３
の パ ル ス ダ イ ア グ ラ ム ３ １ ３ 参 照 ） が 出 力 信 号 Ｉ ｎ ｔ Ｏ Ｕ Ｔ  と し て 形 成 さ れ る 。 積 分 器
３ １ ３ の 出 力 側 に は そ の 後 段 と し て 、 ヒ ス テ リ シ ス の そ れ ぞ れ 異 な る ３ つ の シ ュ ミ ッ ト ト
リ ガ ３ １ ６ ， ３ １ ７ ， ３ １ ８ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ３ １
６ に 対 す る オ ン ／ オ フ ス イ ッ チ ン グ 過 程 が ８ ０ ％ と ４ ０ ％ の と こ ろ に あ り （ 図 ３ の パ ル ス
ダ イ ア グ ラ ム ３ １ ６ 参 照 ） 、 シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ３ １ ７ は ８ ５ ％ と １ ０ ％ の と こ ろ に あ り （
図 ３ の パ ル ス ダ イ ア グ ラ ム ３ １ ７ 参 照 ） 、 さ ら に シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ ３ １ ８ は ５ ０ ％ と ２ ５
％ の と こ ろ に あ る （ 図 ３ の パ ル ス ダ イ ア グ ラ ム ３ １ ８ 参 照 ） 。 ３ つ の シ ュ ミ ッ ト ト リ ガ 出
力 信 号 Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ ， Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ ｃ  お よ び ３ １ ８ の 時 間 的 な オ ー バ ラ ッ プ か ら 、 論 理
結 合 Ｌ ２ お よ び Ｌ ３ に よ っ て 制 御 信 号 Ｄ ｔ ｑ ｒ （ ７ ２ ） ， Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ ｃ （ ７ ３ ） お
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よ び ７ ６ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ３ の パ ル ス ダ イ ア グ ラ ム か ら わ か る よ う に 、 最 大 値 （ １ ０ ０ ％ ） の ８ ０ ％ ま で 積 分 値 が
上 昇 し た と き に 矩 形 復 調 器 出 力 信 号 Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ  の 正 の 側 縁 が 形 成 さ れ 、 積 分 値 が ４ ０ ％ の
値 ま で 戻 っ た と き に 負 の 側 縁 が 形 成 さ れ る 。 同 様 に 上 述 の 値 に よ っ て 矩 形 信 号 Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ

－ ａ ｇ ｃ  （ ３ １ ７ ） が 形 成 さ れ 、 こ れ は 制 御 ロ ジ ッ ク 部 ４ １ へ 供 給 さ れ 、 有 効 な デ ー タ
ビ ッ ト の 伝 送 中 お よ び 伝 送 後 短 期 間 、 制 御 回 路 ４ の 制 御 を 非 ア ク テ ィ ブ 状 態 に 保 持 す る 。
こ の よ う に し て 、 ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ に よ り 制 御 回 路 ４ に 及 ぼ さ れ る 妨 害 作 用 も 回 避 さ
れ る こ と に な る 。 制 御 信 号 Ｄ ｔ ｑ ｒ  を 発 生 さ せ る た め 、 矩 形 信 号 ３ １ ８ と 信 号 Ｄ ｓ ｔ ｏ

ｐ － ａ ｇ ｃ （ ３ １ ７ ）  と 反 転 さ れ た 信 号 Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ  と が Ｎ Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト Ｌ ３ に よ っ て Ａ Ｎ
Ｄ 結 合 さ れ る 。 し た が っ て Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ  信 号 が 低 レ ベ ル を と る と き に 矩 形 信 号 ７ ２ の 正 の 側
縁 が 発 生 す る 一 方 、 そ の 負 の 側 縁 は 矩 形 信 号 ３ １ ８ の 負 の 側 縁 と 時 間 的 に 一 致 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
Ｎ Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト Ｌ ２ を 用 い る こ と で 、 反 転 さ れ た Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ  信 号 ３ １ ６ と Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ

ｃ  信 号 ３ １ ７ と に よ っ て さ ら に 別 の 矩 形 信 号 ７ ６ が 形 成 さ れ 、 こ の 信 号 は 比 較 器 ３ １ １
か ら 発 せ ら れ た Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ  パ ル ス 列 と と も に Ａ Ｎ Ｄ ゲ ー ト Ｌ １ へ 供 給 さ れ る 。 こ の
矩 形 パ ル ス ７ ６ の パ ル ス 期 間 は 、 Ｄ Ｏ Ｕ Ｔ  信 号 ３ １ ６ の パ ル ス 終 端 か ら Ｄ ｓ ｔ ｏ ｐ － ａ ｇ

ｃ  信 号 ３ １ ７ の パ ル ス 終 端 ま で に 相 応 す る 。 こ れ に よ り 制 御 回 路 ４ が 非 ア ク テ ィ ブ 状 態
に 切 り 替 え ら れ て い る 間 、 比 較 器 ３ １ １ の 後 続 の ト リ ガ が 阻 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
復 調 器 ３ １ に お い て 用 い ら れ て い る ア ナ ロ グ 積 分 器 ３ １ ３ は デ ィ ジ タ ル 化 さ れ た パ ル ス 列
Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ  を 積 分 し 、 し か も こ れ は 簡 単 に 実 現 す る こ と が で き る 。 次 に こ れ に つ い
て 、 一 例 と し て 図 ４ お よ び そ れ に 対 応 す る 図 ５ の パ ル ス ダ イ ア グ ラ ム を 参 照 し な が ら 説 明
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
一 例 と し て 図 ５ に 示 さ れ て い る パ ル ス 列 Ｃ ｏ ｍ ｐ ｓ ｉ ｇ  に は パ ル ス 休 止 の そ れ ぞ れ 異 な
る 種 々 の 期 間 の パ ル ス が 含 ま れ て お り 、 こ れ は ト リ ガ ＆ ホ ー ル ド 素 子 Ｔ へ 供 給 さ れ 、 こ の
素 子 は 最 初 の パ ル ス が 発 生 す る と 電 流 源 Ｑ を ス イ ッ チ オ ン し 、 電 流 源 Ｑ は 電 流 Ｉ １ に よ り
積 分 コ ン デ ン サ Ｃ ｉ ｎ ｔ  を 充 電 す る 。 こ の 場 合 、 復 調 器 ３ １ は 不 完 全 な パ ル ス 列 を 不 完
全 で あ る と 識 別 し な け れ ば な ら ず 、 そ れ に よ っ て 出 力 信 号 を 生 じ さ せ て は な ら な い 。 こ の
目 的 で ト リ ガ ＆ ホ ー ル ド 素 子 Ｔ の 保 持 機 能 が 用 い ら れ 、 こ れ に よ れ ば 周 波 数 に 依 存 し て １
． ６ ／ ｆ ０  に 従 い 選 定 可 能 な 所 定 の 期 間 経 過 後 に パ ル ス 欠 落 に よ り 増 大 方 向 で の 積 分 動
作 が 中 止 さ れ 、 同 じ 速 度 で 減 少 方 向 で の 積 分 が 開 始 さ れ 、 こ の と き 積 分 コ ン デ ン サ Ｃ ｉ ｎ

ｔ  の 放 電 の た め 電 流 シ ン ク Ｓ が ス イ ッ チ オ ン さ れ る 。 こ の 種 の 保 持 機 能 は パ ル ス ダ イ ア
グ ラ ム に お い て ホ ー ル ド １ ． ６ ／ ｆ ０  に よ っ て 表 さ れ て お り 、 こ れ に よ れ ば 時 点 ｔ １  と
時 点 ｔ ２  に お け る 最 初 の ２ つ の パ ル ス の 間 の パ ル ス 休 止 が 橋 絡 さ れ る こ と が 示 さ れ て お
り 、 つ ま り こ れ ら の パ ル ス 休 止 期 間 中 さ ら に 積 分 さ れ て い く け れ ど も 、 完 全 に で は な く 第
２ の パ ル ス へ と 続 く 休 止 す な わ ち 時 点 ｔ ２  と ｔ ３  と の 間 で 積 分 さ れ て い く 。 そ れ ゆ え 保
持 時 間 １ ． ６ ｆ ０  の 経 過 ま で し か つ ま り 時 点 ｔ ３  ま で し か 増 大 方 向 に は 積 分 さ れ な い 。
つ い で 積 分 コ ン デ ン サ Ｃ ｉ ｎ ｔ  を 電 流 Ｉ ２ で 放 電 さ せ る た め 時 点 ｔ ４  ま で ト リ ガ ＆ ホ ー
ル ド 素 子 Ｔ が 電 流 シ ン ク Ｓ と つ な が れ る 。 時 点 ｔ ４  に お い て 次 の パ ル ス が 発 生 し て 上 昇
方 向 で の 積 分 が 行 わ れ 、 こ れ は 時 点 ｔ ５  に お い て 後 続 の パ ル ス が 生 じ て い る に も か か わ
ら ず １ ０ ０ ％ の 最 大 積 分 値 に 達 し て し ま う ま で 続 け ら れ 、 こ の 保 持 時 間 １ ． ６ ｆ ０  は 時
点 ｔ ６  で は じ め て 終 了 す る 。 そ の 後 、 時 点 ｔ ７  ま で 減 少 方 向 に 積 分 さ れ 、 時 点 ｔ ７  に
お い て 積 分 出 力 信 号 Ｉ ｎ ｔ Ｏ Ｕ Ｔ  の 積 分 値 は 再 び ０ ％ の 出 力 値 に 到 達 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
図 ６ に は Ｑ を 設 定 可 能 な バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の 一 例 と し て の 構 造 が 描 か れ て お り 、 こ
れ を 図 １ に よ る 受 信 機 回 路 に 利 用 す る こ と が で き る 。 図 示 さ れ て い る こ の バ ン ド パ ス フ ィ
ル タ は ２ 次 の ジ ャ イ レ ー タ 型 フ ィ ル タ を 成 し て お り 、 こ の フ ィ ル タ の 一 般 的 な 伝 達 関 数 Ｆ
（ ｓ ） は 次 式 で 与 え ら れ る ：
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Ｆ （ ｓ ） ＝ （ ｓ ／ ω ０ ） ／ （ １ ＋ （ ｓ ／ （ ω ０ Ｑ ） ＋ （ ｓ ２ ／ ω ０
２ ）

た だ し ｓ は ラ プ ラ ス 変 換 さ れ た も の な い し は ラ プ ラ ス 変 数 で あ り 、 ω ０  は 共 振 周 波 数 、
Ｑ は 共 振 の 鋭 さ を 表 す 。 後 述 の 回 路 は こ の 伝 達 関 数 を 置 き 換 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ６ に よ れ ば 、 リ ミ ッ タ ２ ２ に よ り 制 限 さ れ た ア ナ ロ グ 信 号 が バ ン ド パ ス フ ィ ル タ の 入 力
端 子 Ｅ を 介 し て 、 ３ つ の 入 力 側 （ ２ つ の 正 の 入 力 側 と １ つ の 負 の 入 力 側 ） を 備 え た 加 算 器
２ ３ １ の 正 の 入 力 側 へ 供 給 さ れ る 。 ３ つ の 入 力 側 に 加 わ る 信 号 に 加 わ る 信 号 か ら 形 成 さ れ
る 加 算 信 号 は 増 幅 器 ２ ３ ２ に よ り 係 数 ω ０  だ け 増 幅 さ れ 、 容 量 を シ ミ ュ レ ー ト す る 制 限
を 付 け る 積 分 器 ２ ３ ３ へ 転 送 さ れ る 。 つ い で 、 積 分 さ れ た 信 号 は ト ラ ン ジ ス タ 特 性 曲 線 を
シ ミ ュ レ ー ト す る 信 号 成 形 器 に よ り 成 形 さ れ 、 こ れ は バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の 出 力 信 号
Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ  を 成 す 。 同 時 に こ の 出 力 信 号 Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ  は 一 方 で は 、 増 幅 係 数 － ω ０  を も つ 別
の 増 幅 器 ２ ３ ５ お よ び そ の 後 段 と し て 接 続 さ れ 積 分 器 ２ ３ ３ の 構 造 に 相 応 す る 別 の 積 分 器
２ ３ ６ か ら 成 る フ ィ ー ド バ ッ ク 回 路 を 介 し て 、 加 算 器 ２ ３ １ の 第 ２ の 正 の 入 力 側 へ 供 給 さ
れ る 。 他 方 、 こ の 出 力 信 号 Ｂ Ｏ Ｕ Ｔ  は 増 幅 器 ２ ３ ７ お よ び ２ ３ ８ を 介 し て 切 替 ス イ ッ チ
２ ３ ９ へ 供 給 さ れ 、 こ の 切 替 ス イ ッ チ ２ ３ ９ は そ こ へ 供 給 さ れ る 制 御 信 号 Ｄ ｔ ｑ ｒ  に 依
存 し て 増 幅 係 数 ０ ． １ （ ＝ １ ／ Ｑ １ 、 Ｑ 値 が １ ０ に 相 応 ） を も つ 増 幅 器 ２ ３ ７ を 、 あ る い
は 増 幅 係 数 １ （ ＝ １ ／ Ｑ ２ 、 Ｑ 値 が １ に 相 応 ） を も つ 増 幅 器 ２ ３ ８ を 、 加 算 器 ２ ３ １ の 負
の 入 力 側 と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
Ｄ ｔ ｑ ｒ  信 号 が 高 レ ベ ル で あ る 間 つ ま り ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の ス イ ッ チ オ フ 期 間
中 お よ び そ の 後 の 短 期 間 に わ た り Ｑ を 下 げ る こ と に よ り 、 フ ィ ル タ は エ ネ ル ギ ー 消 費 容 量
の 僅 か な 状 態 へ 移 行 し 、 そ の 結 果 、 バ ン ド パ ス 入 力 側 に お け る 跳 躍 的 変 化 の か た ち で ド ラ
イ バ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ に よ り 引 き 起 こ さ れ る 妨 害 を い っ そ う 迅 速 に 鎮 め る こ と が で き る 。
制 御 信 号 Ｄ ｔ ｑ ｒ  が ア ク テ ィ ブ で あ る 期 間 は 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の 前 段 と し て 接
続 さ れ た 回 路 部 分 に お い て ド ラ イ バ ト ラ ン ジ ス タ ３ ２ の 妨 害 が 続 い て い る 期 間 の 長 さ が な
け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 、 有 効 信 号 の 復 調 に 対 し 悪 影 響 が 及 ぼ さ れ る こ と は な い 。 そ の
理 由 は 、 妨 害 抑 圧 の た め の 期 間 は 有 効 信 号 の １ つ の ビ ッ ト 列 の 休 止 期 間 よ り も は る か に 短
い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
受 信 機 の 一 般 的 な 機 能 の た め に 必 要 と さ れ る こ の 種 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ２ ３ の 特 性 は 主
と し て 受 信 機 の 帯 域 幅 を 制 限 す る こ と に あ り 、 こ れ に よ り 先 行 の 回 路 段 お よ び ホ ト ダ イ オ
ー ド の ノ イ ズ が 最 低 限 に 抑 え ら れ ひ い て は 有 効 信 号 に 対 す る 感 度 が い っ そ う 高 ま り 、 最 終
的 に は 中 心 周 波 数 以 外 の 妨 害 も 抑 圧 さ れ る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 受 信 機 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 受 信 機 回 路 に お い て 図 １ に 従 っ て 使 用 さ れ る 復 調 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に よ る 復 調 器 の 動 作 説 明 の た め の ロ ジ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム で あ る 。
【 図 ４ 】 受 信 機 回 路 に お い て 図 １ に 従 っ て 使 用 さ れ る 積 分 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に よ る 積 分 器 の 動 作 説 明 の た め の ロ ジ ッ ク ダ イ ア グ ラ ム で あ る 。
【 図 ６ 】 受 信 機 回 路 に お い て 図 １ に 従 っ て 使 用 さ れ る ジ ャ イ レ ー タ 型 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ
の 基 本 回 路 図 で あ る 。

10

20

30

40

(8) JP 2004-506375 A 2004.2.26



【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-506375 A 2004.2.26



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-506375 A 2004.2.26



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-506375 A 2004.2.26



フロントページの続き

(71)出願人  503050434
            メレクシス　ゲゼルシャフト　ミット　ベシュレンクテル　ハフツング
            ドイツ連邦共和国　エアフルト　ハールベルクシュトラーセ　６７
(71)出願人  501211693
            アトメル　ジャーマニー　ゲゼルシャフト　ミット　ベシュレンクテル　ハフツング
            ドイツ連邦共和国　ハイルブロン　テレジエンシュトラーセ　２
(74)代理人  100061815
            弁理士　矢野　敏雄
(74)代理人  100094798
            弁理士　山崎　利臣
(74)代理人  100099483
            弁理士　久野　琢也
(74)代理人  100114890
            弁理士　アインゼル・フェリックス＝ラインハルト
(74)代理人  230100044
            弁護士　ラインハルト・アインゼル
(72)発明者  マティアス　アイヒン
            ドイツ連邦共和国　ハイルブロン　ヴァイガントヴェーク　３
(72)発明者  アレキサンダー　クルツ
            ドイツ連邦共和国　シュヴェービッシュ　ハル　ズルツドルファー　シュトラーセ　２３
(72)発明者  カール－ウルリッヒ　シュタール
            ドイツ連邦共和国　エアフルト　ゴルキシュトラーセ　１６
Ｆターム(参考) 5K052 AA01  AA11  BB02  FF07

(32) JP 2004-506375 A 2004.2.26


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	international-document-image-group
	search-report
	overflow

